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多様化、高精度化する加工部品の
品質保証体制の確立 千葉県浦安市

2008

52

年

名

扶桑チューブパーツ株式会社

機 械 構 造 用 鋼 管 を 素 材 と し た 各 種 部 品
の旋盤加工

前職は関東にある自動車部品メーカー勤務でした。
「いつかは U ターン」を考えていたため転職の数年

前より ILAC さんに登録していました。すぐに何社か
紹介をいただきましたがいざ退職するとなるとなか
なか決断が付かず、決断後最初に紹介されたのが当
社です。管理職が長く、「現場に近いところで働きた
い」を実現するにはちょうど良い職場だと感じ即決
しました。製品は違いますが同じ金属加工なのでこ
れまでの経験と知識がかなり活かせています。

測定の高精度化、効率化、多数個測定対応を狙って
導入した自動三次元測定機。この測定機の導入によ
り測定者によるばらつきの低減、測定者の疲労低減、
自動測定プログラムによる測定の効率化を図ってい
ます。大型機としたことで以前の測定機より大きな
製品を測定できるようになりました。今後の課題は
操作できる人を増やしていくことです。

当社は扶桑鋼管グループの加工部門として 2008 年
設立、鋼管加工に特化し建機から工作機械・ロボッ
ト分野へと業容拡大する中で、年々高まる品質要
求に対応できる品質保証のエキスパートの確保が
急務となっていました。私たちの拠点である小松
市は製造業集積の地、人材採用に高いハードルを
感じていましたが、縁あってプロフェッショナル
人材事業を通して西永氏と出会えたことはその後
の会社成長の原動力となる出来事でした。前職場
での経験を活かしながら、未熟であった品質体制
の整備・改善に着手し、大手ユーザーとの直接取
引でも品質含め評価いただける企業へとステージ
アップすることができました。

大手自動車部品メーカー　生産技術(溶接、塗装)、
品質管理 ( 監査、品質教育 )

主な経歴：

常務取締役 生産管理部長

役職名： 品質管理部長

西永 博文 氏

年　齢： 60 歳
家族構成：妻
出身地： 還流ルート：石川県 U ターン
業務遂行手段： 事務所での業務

34 石川県

当社は工作機械、建設機械、免制震部品、土木工事、輸送用機械など幅広い分野に鋼管を素材とした旋盤加工部
品をお届けしています。客先からの受注増、高精度化、加工難易度の高い要求に応えるため、積極的に高精度複
合加工機や自動運転加工機を導入してきました。一方、それらの設備を効率的に稼働させるため、マンパワーの
確保、自動運転化、生産計画の見える化、最適化、加工品質の維持、向上に努めています。製造部門、生産管理
部門、品質管理部門それぞれの現状を踏まえ、全体的視点から更なる効率化とレベルアップを図ることのできる
人材を求めています。

業務拡大局面における加工、品質保証体制の確立と最適化

部品加工業務において、客先のご要望どおり加工した製品を仕上げることはもちろん重要ですが品質保証面の
客先要望に応えることもそれと同じぐらい重要になります。正しく測定できないと正しく加工できたかどうか
の評価ができませんし、ばらつきの評価には数多くの測定が必要になります。製造部門に比べ、品質保証部門
は設備面、客先品質要求の対応面に弱い点がありました。そのため品質管理部門のプロ人材には、品質保証部
門の責任者として測定の高精度化、効率化の推進、客先の品質要求に対しては迅速かつ正確に対応できること
を期待します。また、客先監査では対応に多くの時間を要していましたので、そうならない品質保証体制の強
化をお願いします。

品質保証体制の強化と品質保証面からの加工支援

大手の客先との取引が増えるにしたがって、品質に関する新しい要求が増えています。例えば工程能力指数で
の管理やなぜなぜ分析での原因追求などはこれまでは対応に困っていましたが、西永氏はいずれにも精通して
いて勘どころを踏まえてすぐに対応することができました。また客先の認定監査においても監査員の質問の意
図を理解し的確に答えることができ、任せて安心との評価をいただいています。測定機器においては西永氏の
要望で大型の自動三次元測定機や輪郭形状測定機を導入するなど測定の信頼性向上、効率化を行うとともに客
先要望に応えられる体制づくりを行なっています。

客先の要求にスピーディーに応える品質保証体制の確立

阿部 岳志 氏


